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1 p-11　　　疫学調査報告にみるガン予防に対する食物摂取の意義

　　　　　　　○林　恵里奈、高村仁知＊、的場輝佳

　　　　　　　　　　(奈良女大院一人間文化、＊奈良女大・食物科学)

　【目的】現在日本の全死亡数の約３分の１を占めるガンは生活習慣病の一つであり、その発生の35%

が食事に起因すると言われる。野菜や果物を積極的に摂取することが｢ガン予防｣につながる可能

性が示されているが、現段階ではそれらの有効量の算出は困難である。そこで、本研究ではこれま

で報告された疫学調査をもとに食物・成分摂取量からガンのリスクを算出することを試み、ガン予

防に対する食生活のあり方について考察した。

　【方法】過去の疫学調査で有効性が認められており、現在研究が進められている野菜14、果物４、

大豆製品２、飲料３、成分７、サプリメント３、その他フードグループとして10群を取り上げ、そ

れぞれの胃・肺・結腸・直腸一大腸・乳ガンヘのリスクを算出した。データは症例・対照研究、コ

ホート研究から取り上げた。

　【結果】ガン予防に対する食物・成分の有効性に関して臓器特異性がみられ、日常的に摂取するこ

とによりリスクが半減するものが認められた。また、摂取量が少ない地域における調査では有意差

が得られにくい傾向がみられたことから、日常的に摂取することの重要性が示唆された。しかし一

方で、日常的なサプリメント摂取には顕著なリスクの減少が認めらなかったことは興味深い。調査

地域によってはリスクの増加がみられるものもあったが。これは背景となる食文化の違いに由来す

るものと考えられる。私たちは成分としてではな＜食物として摂取し、それらの効果を補い合うこ

とによって、様々なガンのリスクを減少させることが可能であると言えよう。

I P-12　　　　　　　　　食物繊維及び海藻に対する意識調査

　　　　　　　　一高等学校家庭科教科書の記述と学生の意識－　　　　　○岩尾美香　　　堀　康二･ （福岡教育大・院　　　福岡教育大･）
目的　食物繊維の概念が一般社会に普及し、’その効用に関心が寄せられ、学校教育

においても食物繊維について学ばれている。家庭科の教科書には、食物繊維に関す
る記述は、量的にわずかであるが、内容的には詳細で高度である。しかし、生徒は
食物繊維に関する内容を理解し、生活に活かすことができているかは疑問である。

海藻は食物繊維を含む食品のーつであるが、近年特に若年層で海藻の摂取量は減少
傾向にある。その原因は海藻が健康維持に有益であるということを知らないからで

はないかと思われる。そこで、高校生及び大学生が食物繊維と海藻をどのように捉
えているかを解明するために調査を行った。

方法　食物繊維及び食物繊維を多く含む食品の認識度、食物繊維の摂取理由、海藻
の嗜好性、摂食頻度、海藻に期待する成分及び生理的効果について質問紙法で調査
を行い、カイ2乗検定を行った。

結果　食物繊維という言葉の認識度は高く、多くの者が中学生時に家庭科の授業や

テレビ・雑誌を通して知っていた。食物繊維を摂取する理由は、高校生は「特に理
由はない」が、大学生は「便秘解消」と答える者が多かった。また、海藻は全体の６

割以上の家庭で一週間に１回以上は食べられており、最もよく食べられる海藻はワ
カメであった。海藻に期待する成分は、食物繊維であった。
　大学生に比べ高校生は食に対する考えや行動が消極的であった。今後は、学校現

場でも、食を選択する機会を生徒に与える必要が見いだされた。
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